






















中国の西南部に位置する四川地域は、古来より「沃野千里」 、 「天府」と美称される地である。峻岳に囲まれたそ 地勢や、
常に夷民社会と境界を接し、時にはそれと混在してきた歴史地
理的情況は、統一王朝内でのこの地域の独自性、独立性ばかり








うであるならば、それを独立した文化圏として捉えるのみでは く、四川地域をひとつ視座として、 「中央」と「地域」 、 るいは「総体」と「部分」の関係性 ありようを実証的に検証していく 漢代美術の総合 で本質的な理解に不可欠なのではなかろうか。そこで 本論文では二部にわ っ 、第三の極 しての四川地域の位置付けを漢代美術におい 敷衍的に検証することを試みた
 
まず緒論において、後漢時代の画像石や画像磚から四川の地域性を抽出した先行研究を概観し、それに対する本論文の問題











































































































































































































































































墓葬美術に見出される尭舜禅譲図には、禅譲 いう秩序 創出 みずからの淵源を求め、聖帝の苗裔であるという民族理念を確認する機能があったと想定される。当時 墓域には 文
字に拠る墓碑と図像に拠る 、異なる手法でみずから













教図像に着目した。当該作品に関しては、今なお「神仙思想と混交された 」という評価が根強 ように思わ るが、その一方で、仏教信仰と混交されたといわ る当 の神仙思想 具
体相、あるいは他地域のそれとの差異については、これまで十





















石闕の造営者の意 を復元す ならば まず彼らは、墓域の入
口に建つ広告塔ともいうべき石闕に、理想的な聖賢や孝子
が登場する歴史故事を刻し、みずからを登場人物に擬え そこを訪 る者に対してその徳行をアピールした。しかし、彼らの享楽的な願望は、同時 死後 世界をも志向して 彼らにとって、聖賢や孝子は天 嘉され仙境に到達した人物たちであった。聖賢や孝子に勝るとも劣らな 忠義や孝の実践
を通して、みずからも彼らに追随するかたちで仙境へ到達

































ここで第二章 「漢代画像にみる聖帝像の機能」 で得た結論がオーバーラップしてくる。 礼教主義に資する歴史故事の機能は、
やはり多面的なのであった。荊軻の伝説は、 には反秦感情 吐露する題材として口承反復され、また時には儒教的 倫理観を宣揚するため 教訓物語ともなった。これに加えて、義士荊軻の姿に仙境の住人としてのイメージを重ね合わせることにより、 この伝説は、 儒 的徳目の実践を通 その実昇仙を遂げるという、 利己的な昇仙願望 隠喩的表象にもなったのである。
 
以上、四章にわたる考察から繰り返し浮かび上がったのは、画像資料が示す儒教と神仙思想の濃密な相関関係である。画像
資料が示している死生観や理想的社会の姿からは、二律背反して並存した両者による交渉と混交が、民衆の間では著しく進んでいた様相を目の当たりにすることができ 。現世におい 儒教的徳目を実践することは、一様に礼教主義 みを拠り所とした行為であったとは思われない。それは、死後 世界 も志向したものであったに違いない。聖賢、孝子、列女、義士等の肖像描写もまた、教化の道具という画一的な役割 みを果 していた訳で ない。今に遺る画像資料を具に観察するならば、そこからは、その姿を借りて多様な感情を表現する術を常に模索 民衆の 確かな息吹を感じ取 ことができるように思うのである。
 
いまに遺る作品が示す現象を重視するならば、 儒教的徳目の実践をも仙境へと到る手段とみなす死生観と、 その図像表現は、











倒的な質量をもっ 我々の眼前にある漢代美術を見据える際に、中原に中心軸を置かない「四川」と う視座に拠ることの有効性を提起し得た の 考える。
 
